
































































































































































15:1X# 子型'1: 1 . S:1 13: ~ 
事怠 鋤 32<J 83 311 0.7-0.6 <0.01 
黒 表 148号 333 87 320 0.6-0.2 <0.1)1 
I 僑 取 11号 !H6 85 301 0.2-0.1 <0.01 
大 事E 335 . 63 288 0.6-0.2 0.2-0.1 
印度大安 249 61 310 <0.06 0.7-0.6 
29 24 53 0.5内.Q.3 <0.01 
1 赤草事 力 55 77 133 0.1-0.06 <0.01 
合南 1 号 42 41 83 0.95崎.Q.5<0.01 
lL E. 3649 127 43 170 <0.01 0.95-0.5 
412 26 438 .内 δ 号 289 69 358 <0.但 0.95-0.5 
67 25 92 0.95-0.6 .内 5号 B 53 52 104 1.伺
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Bbであり，とれに aabb (= a1s1めをかけると.Aあるいはbbをふくむ春播型が全体の牟
数だけ生やるは宇だからである.一方3:1の分蟻を示したH.E.謁49の場合では，印度大去
や前報の札幌六角などと同様，優性と劣性の2春播遺伝予 AAbbを持つものといえる.何と




比に分離した.そして，との Fl にメ y~ユアリ戸C を交雑した場合は. H. E. 3649のときと
同じようにその比が3:1となった.また純秋播性0 コピYカグギを F1雑種に交雑レたときに
は1:1の分離比が見られた.とれら一連の結果は，春播性品種畿内5号がたがいに独立の優性










































































20 S20 7.2556 0.1~0.5 
13 &3. 
13.~ 53 0.9623 0.9州・0.8
40 132 
33 132 5.6363 0.2~・0.1
23 83 
20.75 83 2.1567 0.7~0.5 
4 170 






438 1.5437 0.95~.5 
358 

























1.47 92 2.044 0.95._o.5 
21 104 




てJ:>い.一方， H. E. 3649と畿内5号と Tammiの3品種では春播性と葉鞘の毛との聞広明
















F~ 雑種については，その中から春播の無毛型と有毛型をそれぞれ 50たよぴ 75系統守つ任意的
にとり出し，秋矯型。金系統 25とともに，それらのF3を育てて春熔性と葉鞘の毛の関係を追
究した.それらの結果は別々に第4-第7表に示した.
第 4表 平木曾2号x畿内5号の F2秋播性個体にふくまれた
各種の遺伝子型の数と理論数との適合度
秋播性ホモ型 分 ~ 重臣
項 自 計 r P 
HsHs Hshs HsHs Hshs 
. 
観 型畏 数 11 1 3 29 44 
A-Bsが 20%として 9.78 ..89 19.55 9.78 44 55.028 <0.01 
b-hsが6.4%として 13.44 1.84 1.84 26.88 44 1.724 0.99-0.5 
第 6表 早水曾2号xTammiのFョ秋矯性個体の各遺伝子型の数と理論数との適合度
秋祷怯ホ~型 春揺怯1:秋格性3分費量型
項 日 計 .t' P 
HsHs Hshs hshs HsHs Hshs hshs 
観 事畏 数 11 。。 1 12 1 25 
b-hlが 6.4%で 連 鎖 7.30 1.00 0 1.GO 14.67 1.00 25 3.3913 0.7~.5 
AまたはCがhsと20%で蓮銭 5.33 2.67 0.33 10.67 5.33 0.67 25 18.7812 <0.01 
第 6表 F2春提重也特毛個体の各遺伝子型の頒度 (Tammiの場合〉
-‘写字婚栓 ・81 ; 3- 1&: 8/ 、'
項 目 または t~ヒは 昔十 X宮 P 
市毛 15: 1 3: 1 
観 事長 数 46 3 1 50 
b-hsが 6.4%で m 鎖 46.88 1.56 1.5司 50 1.[0466 0.5~.3 
AまたはC.ehsが20%で連鎖 39.97 6.02 4.01 50 4.6841 O.l~.Oó 
第 7表. 日春熔i生有毛個体の各遺伝子型の鼠度 (Tammiの場合〉
理手指性ホ壬 61: 3 ~ 15: 1 13: 3と3:1
F3建停子型 昔十 .tl P 
HsHs Hshs HsHs Hshs HsHs Hshs 
観 察 数 11 23 10 7 11 13 75 
b-hsが 6.4%として 11.70 25.06 6.02 12.50 6.62 12.5') 75 7.2747 0.3-0.2 







とをも示している. 君主治， Z夜ベプヒ Fs系統中審歌揺性と葉鞘の宅の有無の双方について..テ
ロの系統にたいても同様， bとhsとの民係を摂ペ，両遺伝子の組挨価を計算したととろ7%
という数字が見出された





陀分離する茅統と， 13: 3 itるいは3:1に分離する系統とが区別でぎるよろにして (Warwick
の表よ t)， 同様の蔀査を行。'k. そ¢結果は第6表と第7衰のま日くで念ヲて，上の結果者とよ



















たやす・く認められる.とのとと除どの孝明性長種もメシシユア ~~Cのもつ Is 遺伝子に対立
する私括性のLs遺伝子を持つととを示すとともに，Ls以外の秋揺性遺伝子がすべて 15に対
して下位であてコて，作用をあらわさないとと注実証Lている.
- 7ー (93) 
第 8表 歓矯性程度のAなる種々の晶績と治手メシシュγ リー C
との Fz錐種における春播型と歓播型の分隊
母親の品種‘ 軍手指怯 理手需型 秋播型 合計 ~制 P 程度
調k六角 1号 N 111 378 489 1.3803 0.5-0.2 
関 耳元 N 113 394 Bσ7 1.9927 0.2-0.1 
上州白書票 百? 41 131 172 0.1240 0.5-0.2 
魁 V 84 309 393 2.7557 0.1-0.05 
'‘ 原 v 132 373 605 0.3491 0.95-0.5 長 阿 v 34 149 183 4.0236 0.05-0.02 
岩手大愛1号 可E 111 388 岳99 2.0207 0.2-0.1 

















































札幌六角，夏大根表， H. E. 3649，畿内6雪量，印.大変(?)
Tammi 





さらに Grebennikov(1935)によれば，交雑によって 2，3:なよび 4遺伝子の関与するものが
あり， 治そらく 5-6遺伝子がとの形質に関与するものと結論している. Hoffmann (1944， 
Smithによる〉政審播性は秋播性に対し優性であるが，との形質政一つの複対遺伝子系の支配
をうけるものであるという.1.主主云とれらの外I'C春播性が単劣性として遺伝される例も李(日32)，




Kouznetsov (1923)や Grebennikov(1935)，その他の人kにより報告されている. Neatby 
(1昭6，1929)肱早生容播型品種と晩生春鋳型品種の交維の研賞から，春播性が3遺伝子の支




















































〈り Ho任mann，W.， 1944， Zeit. Pfianzenzucht 26 : 56-91 (2)高橋隆平，山本ニ郎.1961， 
農学研究 40(1) : 13-24 (3)高橋隆卒，安岡昭三，山本ニ郎，額尻勇， 1952，関上 40(4) 167 
....168 (4)高橋陸卒， ~長岡昭三，羽田，育種学会第 5 回勝演会，その他の文献にりいては (2)，
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